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(57)【要約】
【課題】  一般の内視鏡を二つの鉗子挿入経路を備えた
ダブルチャンネルファイバーの内視鏡として使用出来る
ようにする。
【解決手段】  鉗子挿入チューブ１の先端に先端部固定
円筒２を取り付け、鉗子挿入チューブ１の後方端に面フ
ァスナー４及びリング５付き固定バンド３を取り付ける
ことにより、内視鏡ファイバーの先端部を先端部固定円
筒２に挿入固定し、固定バンド３を内視鏡グリップ部に
一方の端をリング５を通し巻きつけ、端を反転させて面
ファスナー４を重ね合せて固定することで、鉗子挿入チ
ューブ１を第二の鉗子挿入経路として使用でき、一般の
内視鏡をダブルチャンネルファイバーの内視鏡として利
用できた。
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】  鉗子挿入チューブ１の先端に先端部固定
円筒２を取り付け、鉗子挿入チューブ１の後方端にマジ
ックテープ４及びリング５付き固定バンド３を取り付け
た内視鏡用脱着式鉗子挿入チューブ。
【図面の簡単な説明】
【図１】本案の斜視図である。
【図２】本案の低面図である。
【図３】鉗子挿入チューブに取り付けた先端部固定円筒*

2
*の断面図である。
【図４】本案の正面図である。
【符号の説明】
１  鉗子挿入チューブ
２  先端部固定円筒
３  固定バンド
４  マジックテープ
５  リング

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】
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【手続補正書】
【提出日】平成１３年３月２６日（２００１．３．２
６）
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正内容】
【書類名】        明細書
【考案の名称】    内視鏡用脱着式鉗子挿入チューブ
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】  鉗子挿入チューブ１の先端に先端部固定
円筒２を取り付け、鉗子挿入チューブ１の後方端に面フ
ァスナー４及びリング５付き固定バンド３を取り付けた

内視鏡用脱着式鉗子挿入チューブ。
【図面の簡単な説明】
【図１】本案の斜視図である。
【図２】本案の底面図である。
【図３】鉗子挿入チューブに取り付けた先端部固定円筒
の断面図である。
【図４】本案の正面図である。
【符号の説明】
１        鉗子挿入チューブ
２        先端部固定円筒
３        固定バンド
４        面ファスナー
５        リング
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【考案の詳細な説明】

  【０００１】

  【考案が解決しようとする課題】

  従来より二つの鉗子挿入経路をもつダブルチャンネルファイバーの内視鏡は存

在したが、ファイバーの径が大きくなり操作性が低下したり、患者の胃カメラ、

大腸カメラ施行時の身体的負担、精神的負担を増大させるといった難点があり、

又、ダブルチャンネルファイバーの内視鏡を必要とする疾患に遭遇する頻度も少

ない為、ダブルチャンネルファイバーの内視鏡を常時備えている病院は少なく、

多くの病院では患者への負担の少ないファイバーの径の小さな一般の内視鏡を使

用している。しかしながら患者の疾患によっては使う頻度の少ないダブルチャン

ネルファイバーの内視鏡を必要とするものが有り、新しくダブルチャンネルファ

イバーの内視鏡を一般の内視鏡とは別に購入、もしくはレンタルしなければなら

ず、一般の内視鏡をダブルチャンネルファイバーの内視鏡として使用出来る方策

が検討された。

  【０００２】

  【課題を解決するための手段】

  本案は一般の内視鏡をそのままダブルチャンネルファイバーの内視鏡として利

用出来るようにしたもので、それを図面について説明すれば、鉗子挿入チューブ

１の先端に先端部固定円筒２を取り付け、鉗子挿入チューブ１の後方端にマジッ

クテープ４及びリング５付き固定バンド３を取り付ける。

  【０００３】

  【考案の効果】

  本案は、このような構成であるから、内視鏡ファイバーの先端部を先端部固定

円筒２に挿入固定し、固定バンド３を内視鏡グリップ部に一方の端をリング５を

通し巻きつけ、端を反転させてマジックテープ４を重ね合せて固定することで、

鉗子挿入チューブ１を第二の鉗子挿入経路として使用でき、一般の内視鏡を容易

にそのままダブルチャンネルファイバーの内視鏡として利用できる。

  

【提出日】平成１３年３月２６日（２００１．３．２６）



(5) 実登３０８０３００

【手続補正１】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】全文

【補正方法】変更

【補正内容】

【考案の詳細な説明】

      【０００１】

    【考案が解決しようとする課題】

  従来より二つの鉗子挿入経路をもつダブルチャンネルファイバーの内視鏡は存

在したが、ファイバーの径が大きくなり操作性が低下したり、患者の胃カメラ、

大腸カメラ施行時の身体的負担、精神的負担を増大させるといった難点があり、

又、ダブルチャンネルファイバーの内視鏡を必要とする疾患に遭遇する頻度も少

ないため、ダブルチャンネルファイバーの内視鏡を常時備えている病院は少なく

、多くの病院では患者への負担の少ないファイバーの径の小さな一般の内視鏡を

使用している。しかしながら患者の疾患によっては使う頻度の少ないダブルチャ

ンネルファイバーの内視鏡を必要とするものが有り、新しくダブルチャンネルフ

ァイバーの内視鏡を一般の内視鏡とは別に購入、もしくはレンタルしなければな

らず、一般の内視鏡をダブルチャンネルファイバーの内視鏡として使用出来る方

策が検討された。

      【０００２】

    【課題を解決するための手段】

  本案は一般の内視鏡をそのままダブルチャンネルファイバーの内視鏡として利

用出来るようにしたもので、それを図面について説明すれば、鉗子挿入チューブ

１の先端に先端部固定円筒２を取り付け、鉗子挿入チューブ１の後方端に面ファ

スナー４及びリング５付き固定バンド３を取り付ける。

      【０００３】

    【考案の効果】

  本案は、このような構成であるから、内視鏡ファイバーの先端部を先端部固定

円筒２に挿入固定し、固定バンド３を内視鏡グリップ部に一方の端をリング５を
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通し巻きつけ、端を反転させて面ファスナー４を重ね合せて固定することで、鉗

子挿入チューブ１を第二の鉗子挿入経路として使用でき、一般の内視鏡を容易に

そのままダブルチャンネルファイバーの内視鏡として利用できる。
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摘要(译)

解决的问题：将普通内窥镜用作具有两个钳子插入路径的双通道光纤内
窥镜。 在钳子插入管1的末端安装有末端固定筒2，在钳子插入管1的后
端安装有表面紧固件4和带环的固定带3，以固定内窥镜纤维的末端。 将
镊子插入尖端的固定圆柱体2中，将固定带3的一端通过环5缠绕在内窥镜
的握持部分上，将一端倒转，然后通过重叠表面紧固件4使其固定以插入
镊子。 管1可以用作第二钳子插入路径，并且普通的内窥镜可以用作双
通道纤维内窥镜。
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